
1 社協だより

IBARA
188号社協だより

♯IBARAオレンジプロジェクト
「隊長は一歩一歩ともに進むロバ!！」

【＃IBARAオレンジプロジェクト】
　９月のアルツハイマー月間にちなみ、介護
予防講演会やライトアップなど啓発イベント
を開催 !!

【全国認知症サポーターキャラバン隊】
　隊　長：ロ　バ

　隊　員：認知症サポーター1,200万人
　隊　色：オレンジ
　想　い：安心して暮らせるまちをつくること
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「
も
し
も
、
親
や
自
分
自
身
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
…
」

そ
ん
な
不
安
を
抱
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
地
域
で
で
き
る
支
援
が
広
が
れ
ば
、
住
み
慣
れ

た
ま
ち
で
、
そ
し
て
自
分
の
家
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
ふ
れ
る
笑
顔
で
ひ
ろ
が
る
支
援

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受

講
し
た
高
校
生
た
ち
は
、「
認
知
症
は

物
忘
れ
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
た
。」「
認

知
症
に
な
っ
て
も
そ
の
人
に
は
そ
の
人

の
思
い
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。」「
話

し
方
や
接
し
方
次
第
で
、
穏
や
か
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
。」
な

ど
、『
絵
本
読
み
グ
ル
ー
プ
Ｊ
Ⅰ
』
の

嫁
と
姑
の
介
護
問
題
を
題
材
に
し
た
認

知
症
予
防
の
啓
発
劇
を
観
て
、
自
分
が

思
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
は
な
い

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
や
知

識
を
身
に
付
け
、
地
域
に
い
る
認
知
症

の
方
や
そ
の
ご
家
族
と
の
接
し
方
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
学
び
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
で
習
っ
た
こ
と
を
友
だ
ち
や
家
族
に

伝
え
る
な
ど
、
今
の
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
地
域
の
中
で
、
支
援
が

必
要
な
人
た
ち
を
温
か
く
見
守
る
応
援

者
と
な
っ
て
、
今
の
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
自
然
と

支
援
の
輪
が
ひ
ろ
が
り
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
新
し
い
生
活
様
式
の
中

で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
て
い
く

こ
と
が
、
地
域
共
生
社
会
に
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

ひ
ろ
が
る
支
援

 
福
祉
の
心
を
育
む
コ
コ
イ
ク
講
座

　

 「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

と　

き
：
令
和
２
年
８
月
７
日
（
金
）

と
こ
ろ
：
岡
山
県
立
井
原
高
等
学
校

参加した生徒のみなさん（３０名・北校地）

参加した生徒とボランティアグループ「絵本読みグループJI」のみなさん（生徒21名・南校地）
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
は

“
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
”

　

私
た
ち
の
住
む
町
に
も
、
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
人
、
子
育
て
中
の
人
な
ど
、
暮
ら
し

の
中
で
困
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
み

ん
な
が
暮
ら
し
や
す
く
な
る
お
手
伝
い
を
す

る
た
め
に
、
み
ん
な
で
ち
ょ
っ
と
ず
つ
助
け

合
う
。そ
れ
が『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
』で
す
。

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
共
同

募
金
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
た
ち
が
み
ん
な

で
さ
さ
え
あ
い
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
解
決

し
て
い
く
と
い
う
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
運
営
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
被
災
地
支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。
災
害
時
に
限
ら
ず
、
常
時
募
金
を
受
け

付
け
て
い
る
こ
と
で
、迅
速
に
支
援
が
で
き
、

最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
の
防
災
・

減
災
力
向
上
の
た
め
や
災
害
時
に
備
え
た
準

備
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
も
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

児童・生徒への助成事業
○ボランティア協力校　 
　市内小・中・高等学校２１校への助成
○心を育むココイク講座の実施

福祉施設・団体への助成
○福祉施設への配分助成事業
　井原はばたき作業所･太陽の会作業所
　せいび夢空感･こだま園･いばら育成会
○障害者団体、福祉団体等への活動費助成事業
　岡山県身体障害者福祉連合会井原支部ほか
○ＮＨＫ歳末たすけあい配分事業
○ボランティア団体、NPO活動支援の助成事業

地域福祉活動への助成事業
○今だからこそ！自宅でできるＭＹサロン♥いきいき活動

○社協だより年６回発行
○ひきこもりほっとけん事業
○地域福祉型学習事業
○地域力パワーアップ講座
○認知症サポーター養成講座
○赤羽根エコシリーズ
○井原市社会福祉大会
○トントン！と～とバッグプロジェクト
○集めて合体！？「ラテ＆モカ」ガチャガチャPON
○赤い羽根寄付つきグッズ「ソトナカIBARA」
○ボランティア推進団体等への助成事業　など

福祉活動団体への助成事業
○木之子地区社会福祉協議会：『健康づくり支援活性化事業』
○出部地区社会福祉協議会：『屋外イベントの拡充事業』　
○西江原地区社会福祉協議会：『TOMO 食 WAIWAI 事業』　
○は ぁ と ふ る 切 偲：『声かけ、見守り大作戦 !! 切偲へ GO!!』
○Ａ Ｋ Ｐ ボ ラ：ワークショップ『野鳥と遊ぶ事業』　
○サ ー ク ル ・ あ い：『認知症予備軍をなくそう会』
○こ も れ び の 杜：『就労支援プロジェクト』 

「コロナ禍でもがんばる地域を‼」

『絵本読みグループ JI』：認知症予防啓発劇

「歌ぬりえセット」
自宅で楽しく‼

111サロンにぬりえ
と色えんぴつを

約2,000セット配布

新登場！エコK
ボランティアグループ『ラ･ラ･ラ』作成

おくすり手帳などスッキリ収納!!
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インタビュー

①きっかけは？
　　地域の子どもは地域で守り育てよう！と

いう温かい思いから発足。　　
②大切にしていることは？
　　交流を通して子どもたちが“自分は大切

な存在なんだ”“一人ぼっちじゃない”と実
感できるように活動を工夫すること。
③やりがい・楽しみは？
　　出会える子どもたちの輝く笑顔、前向き

に頑張る姿、「ありがとう」の言葉に喜び
が溢れる。また、活動の場以外にも子ども
たちから私たちへの声かけがあり、活動の
エネルギー源になっている。

設　　立：平成１５年
会 員 数：２２４名
活動内容：あいさつ運動・学校や学童保育での
　　　   　交流活動や学習支援など
活 動 日：各地区の年間計画により随時実施

〜井原市社会福祉協議会ボランティアセンター登録団体紹介～

『更生保護にこにこ会』
みんなの手

その15

家庭科の手縫い授業支援

玉止めも上手になったよ♪

【長　期】

種　　類 対　　象 管理料（月額） 備　　考

電 動 ベ ッ ド 井原市在住で在宅での
生活に支障のある方

※介護保険制度による要介護２
　から５の方は対象外

５００円
管理料は１年ごとの後払い

ゆうちょ銀行で振込可能
　振 込 手 数 料：自己負担

手 動 ベ ッ ド ３００円

車 椅 子 ３００円

【短　期（無料）】

種　　類 対　　象 貸出期間 備　　考

チャイルドシート
井原市在住・在勤の方 ３か月以内

チャイルドシートは
返却時にクリーニングが必要
　クリーニング代：自己負担ベ ビ ー カ ー

ベッド・車椅子・チャイルドシートの
　　　　　　  貸し出しをしています！
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～あなたは一人じゃない。～
まずはお気軽にお電話ください！！

☎（０８６６）６２－１４８４

　井原市共同募金委員会では、平成３０年７月豪雨災害などにより、被災者及び被災地域の復興
に向けた相談支援事業を行っています。
　被災された方で、なやみごとやこまりごと等ありましたら、お気軽にお電話ください。
　1人でなやまないで、いっしょに考えましょう！

　　　　　　　　　　開 所 日：月～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　　　　　　時　　間：８：３０～１７：００　　　　　
　　　　　　　　　　場　　所：井原市総合福祉センター

　

近
年
、地
震
や
台
風
、豪
雨
等
の

災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
地
域
に
は
災
害

が
発
生
し
た
時
、自
分
で
避
難
す
る

こ
と
が
難
し
い
方
々
が
た
く
さ
ん

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
で
ケ
ガ
を
負
っ
た
り
、
住
宅
が
被
災
す
る
な

ど
、
支
援
を
必
要
と
す
る
可
能
性
は
誰
に
で
も
あ
り
ま

す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
に
は
、
日
頃
か
ら
の
備

え
（
自
助
）
と
地
域
で
の
助
け
合
い
（
共
助
）
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
災
害
の
発
生
に
備
え
て
、
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
と
井
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
は
連
携
し
た

助
け
合
い
の
支
援
体
制
を
つ

く
り
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
等

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

被災者ささえあい相談支援事業

助け合いの支援体制づくり
～地区社会福祉協議会と連携～

日頃からの地域の関係づくりが大きな防災力となり、減災につながります！
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◇
香
典
返
し
・
満
中
陰
志

亡
妻  

高
屋
町
　  
藤
岡
正
道

亡
母  

笠
岡
市
　  
金
山
悦
子

亡
母  

稗
原
町
　  

畝
川
雅
吉

亡
父  

井
原
町
　  

森
　
　
曻

亡
母  

井
原
町
　  

川
相
裕
司

亡
父  

青
野
町
　  

西
山
利
夫

亡
夫  

井
原
町
　  

山
﨑
民
子

亡
母  

大
江
町
　  

猪
原
好
雅

亡
父  

下
出
部
町  

碇
本
高
史

亡
父  

木
之
子
町  

岡
崎
義
賢

亡
母  

西
江
原
町  

森
兼
　
健

亡
母  

芳
井
町
上
鴫 

田
平
一
男

亡
父  

芳
井
町
簗
瀬 

井
本
　
進

亡
父  

芳
井
町
吉
井 

妹
尾
洋
典

亡
父  

美
星
町
西
水
砂 

川
上
武
徳

亡
兄  

美
星
町
三
山 

川
上
和
一

亡
父  

美
星
町
三
山 

山
本
　
積

亡
夫  

美
星
町
烏
頭 

中
山
芳
子

◇
指
定
寄
付

や
す
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー
へ

西
江
原
町
　
　
　
森
兼
　
健

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
２
年
6
月
16
日
〜
令
和
2
年
8
月
15
日
（
敬
称
略
）

◇
見
舞
い
返
し
に
か
え
て

美
星
町
星
田
　
　
三
宅
伊
知
郎

美
星
町
宇
戸
谷
　
岡
本
　
勲

◇
物
品
寄
付

芳
井
町
宇
戸
川
　
小
谷
泰
夫

社
協
だ
よ
り

　
2
0
2
0
.9

.15
発

行
こ

の
広

報
誌

は
、共

同
募

金
の

配
分

金
で

発
行

し
て

い
ま

す
。

社
会

福
祉

法
人
井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
 ０

８
６

６
−

６
２

−
１

４
８

４

相　　談 内　　　　　　容 日　　　時

ふ れ あ い
福 祉 相 談

日常生活上の心配ごとや悩みごと等の相談 月〜金曜日   8：30〜17：00

法 律 相 談
要予約

法律上の難しい問題の相談　1件30分以内
（財産・相続・金銭貸借・境界問題等）

10/ 6 （火） 
10/27 （火）   
11/10 （火）
11/17 （火）

13：00～16：00
13：00～16：00
13：00～16：00
10：00～15：00

ひ き こ も り
専 門 相 談

要予約
専門家によるひきこもりに関する相談

  9/23 （水）
10/28 （水） 

10：00〜12：00

療 育 相 談 就学前の子どもの心配や悩みごとに関する相談 月〜金曜日   8：30〜17：00

介 護 相 談 家庭介護や各種福祉サービスに関する相談 月〜金曜日   8：30〜17：00

金 銭 管 理 等
支 援 相 談

福祉サービスの利用や日々のお金の
やりとりの不安や悩みの相談

月〜金曜日   8：30〜17：00

福 祉 貸 付
相 談

世帯の生活の安定を図るための
資金貸付の相談

月〜金曜日   8：30〜17：00

ふれあい福祉相談センター
※相談は無料で秘密は厳守します。
　 （祝日は除く）  　　　　　　　【予約先】井原市社会福祉協議会　☎62－ 1484

　
　
　
ご
寄
付
の
お
願
い

　
地
域
の
福
祉
を
推
進
す
る
井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

活
動
は
、皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
社
協
会
費

や
共
同
募
金
な
ど
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、毎
年
個
人
の
方
を
は
じ
め
、法
人
・
団
体

等
か
ら
の
ご
寄
付
や
募
金
な
ど
、多
く
の
方
か
ら
の
善
意
の

ご
寄
付
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、地
域
の
福
祉
活
動
を
推
進
し
て

い
く
事
業
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
お
り
、地
域
福
祉
の
さ

ら
な
る
向
上
を
め
ざ
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
福
祉
事
業
・

啓
発
活
動
な
ど
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
金
額
の
多
少
を
問
わ
ず
、年
間
を
通
じ
て
皆
さ
ま
の
あ
た

た
か
い
ご
寄
付
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　
　
　   

　
　
　
　
井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会   

総
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

☎
六
二-

一
四
八
四

〜新型コロナウィルス感染の拡大状況により、 中止する場合があります〜


